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土壌由来真菌から悪性中皮腫に有効な新規化合物を発見 

― 新奇天然化合物が新たな抗がん剤創製のシーズに ― 

 

 北里大学薬学部の大城 太一 教授、大手 聡 講師、愛知県がんセンター研究所 佐藤 龍洋 主任研究

員らの研究グループは、土壌由来の Paramyrothecium 属真菌から、悪性中皮腫細胞に対して細胞毒性

を示す新規化合物「paramyfuran A」「paramyfuran B」および「paramylactone」を発見しました。これ

らの化合物は特徴的な化学構造を有しており、新たな抗がん剤開発のリード化合物となる可能性があ

ります。この研究成果は、2026 年 5 月 19 日付で、国際学術雑誌『The Journal of Antibiotics』に掲載

されました。 

 

研究成果のポイント 

◆ 土壌由来真菌 Paramyrothecium sp. BF-1049 から新規化合物 3 種を発見 

◆ 悪性中皮腫細胞に対して増殖抑制活性（IC50：0.68–19.86 μM）※1を確認 

◆ 特徴的な化学構造を有し、新たな創薬シーズとして期待 

 

研究の背景 

悪性中皮腫は、胸膜や腹膜などに発生する難治性がんであり、その主因はアスベスト曝露とされて

います。診断の難しさや治療選択肢の限界から予後は依然として不良であり、新しい作用機序を持つ

治療薬の開発が求められています。 

本研究グループはこれまで、悪性中皮腫細胞に対する有効な新規化合物の探索を目的として、微生

物培養液のスクリーニングを進めてきました。 

 

研究内容と成果 

神奈川県川崎市内で採取した土壌から分離した真菌 Paramyrothecium sp. BF-1049 の培養液から悪

性中皮腫細胞に対する細胞増殖抑制活性を指標に、新規化合物 paramyfuran A (1)、paramyfuran B (2)、

および paramylactone (3)を単離・構造決定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に paramyfuran A および B は 2-benzylfuran 骨格を有し、真菌由来天然物としては比較的珍しい構

造を示しています。また、paramylactone には希少な 1-acetylvinyl 構造が含まれていました。 

さらに、これらの化合物は複数の中皮腫細胞株（NF2、LATS1/2、BAP1 変異など）に対して用量依

存的な増殖抑制活性を示し、特に paramyfuran B は最も強い活性を示しました。これらの結果から、遺

伝的背景の異なる悪性中皮腫に対しても有効性を示す可能性が示唆されました。 
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今後の展開 

本研究で発見された化合物群は、悪性中皮腫に対する新規治療薬のリード化合物となる可能性があ

ります。今後は、作用機構の解明、構造最適化、および動物モデルでの有効性評価を進めることで、創

薬研究への発展を目指します。 

また、本研究で得られた化合物群は、天然物化学および創薬研究における新たな分子設計の指針と

生合成経路解明のシーズになることも期待されます。 
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The Journal of Antibiotics 2026 年 7 月号の highlighted article に選ばれました。 

 

用語解説 

※1 IC50 

  細胞増殖を 50％抑制するために必要な化合物の濃度であり、薬効評価の指標。 
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